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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
音楽の持つ力を福祉という領域の中で役立てたい。この思いのもと、音楽堂では障害を抱える児童から支援の必要な高齢の方まで、幅広い年代の方に福祉の充実を図るための事業を展開し
ます。

事業所名 舞子坂音楽堂児童デイサービス 作成日支援プログラム（参考様式）

・時間の感覚（次の行動への切り替え）　・数量・大小・色など様々な物の概念の習得（ブロック、色鉛筆、おままごと、ボール、絵本）　・学習支援（学校の宿題・自宅からの課題の補
助）　・認知の難しさやコミュニケーションの難しさから生じる行動の予防や適切行動への対応（視覚的な支援、絵カード）　・集団音楽活動の歌唱や演奏活動を通じて、模倣（行動の模
倣）情報の取得。また、始まりの楽曲を通じて行動の切替→準備への移行。

・読み、書き（絵本、絵カード、トランプ、ＵＮＯ、パズル、運筆、各種プリント、宿題や課題、お絵かき）　・実際に見たものや体験を言葉に結び付け、自発的な発声を促す（お気に入
りの遊びやおもちゃの中で状況を言語化する〔形、色、形状、状況〕）　・自分の気持ちを伝えられるようになる（指差し、絵カード、オノマトペで表現）　・集団音楽活動の歌唱や演奏
活動を通じて、音の強弱や演奏方法ついての相互理解を深める。

・他者との関り（好きなおもちゃ・物での関わりの中で、やり取りの経験を積み重ねる〔順番に使う、交換して遊ぶ、貸し借りの成立〕）　・集団への参加、協調性、ルールの理解、ルー
ルを守る（ルールのある遊び〔鬼ごっこ、かくれんぼ、椅子取りゲーム、トランプ、ＵＮＯ〕、一緒に決めたルールで共同で遊ぶ）　・集団音楽活動の歌唱や演奏活動を通じて、集団で参
加するためのルールや手順を理解して、三項関係を確立する。

支援方針

「楽しい！」が全ての療育のスタートになります。利用者様にとって楽しい時間は、五感をフルに使用して情報をキャッチし、感情の表出が最大限になります。「楽しい！」だからもっと
やりたい！→課題にチャレンジできる。この善循環こそが全ての基本形です。一人一人の特性や課題を見つめ、保育士、児童指導員、ミュージシャン、関わる指導員が情報を共有し様々な
角度からアプローチしていきます。家庭や学校以外の第３の場、利用者様が主役の安心・安全な信頼の場所を提供します。

営業時間 送迎実施の有無月～金（10:30～19:00)  /  土・長期休校日等（10:00～18:30)

主な行事等

・進級進学お花見会（4月）・GWおでかけ（5月）・暑い夏が来る前に公園満喫ツアー（6月）・夏休みの宿題早期応援（7月）・ジェンベ大会、夏祭り（8月）・遠方外出ツアー（9月）・西
区福祉フェアー全体演奏、ハロウィンパーティー（10月）・音楽堂BBQ大会（11月）・音楽堂クリスマスコンサート、クリスマス会（12月）・初釜、初詣（1月）・節分イベント（2月）・
卒業演奏会＆卒業式（3月）・各種文化的鑑賞会＆合同演奏会（1回/月）・ランチクッキング（1回/月）・ギター活動（1回/週）・ジェンベ活動（1回/週）

（別添資料１）

家族支援

・児童の発達状況や特性の理解に向けた相談援助。　・子育てに関する困りご
とに対する相談援助。　・レスパイトや就労等の預かりニースに対応するため
の支援。　・子育てや障害等に関する情報提供。

移行支援

・進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助や移行に向けて
の情報提供等の支援。　・特性等を踏まえた一貫した支援を行うために学
校等への支援内容等の情報共有や支援内容の連携。

地域支援・地域連携

・利用する相談支援事業所、障害福祉サービス事業所、他の障害児通所支援事
業所との発達支援に関する連携。　・かかりつけ医や医療機関等との情報連携
や調整等の実施。

職員の質の向上

・虐待防止、身体拘束防止、感染症対策などの各種研修の実施。　・キャ
リアパスに基づく質の向上のためのOJTの実施。　・各種資格支援のため
の研修への参加を実施。

支　援　内　容

・入退所時の身支度が自分でできるようになる。　・身だしなみを整える。　・靴、衣類の着脱。　・トイレの自立を目指す。（排泄トレーニング、排泄リズムを整える）　・自分の持ち
物をロッカーに片付ける。（持ち物の管理が出来る）　・挨拶・お返事。　・健康管理・病気等予防への配慮。　・手洗い・消毒・うがい・体温を測る。　・集団音楽活動の呼びかけや歌
唱活動を通じて、心身の健康状態のチェック。また楽器演奏を通じて、楽器の準備～使用～片付けの一連の流れの基本的動作の習得。

・粗大運動（ダンス・手話〔動きの模倣〕、ボール投げ、スキップ、縄跳び、遊具遊び、散歩、けん玉、集団遊び〔かくれんぼ、鬼ごっこ、だるまさんが転んだ、しっぽ取り、トラン
プ〕）　・微細運動（折り紙、ハサミ、糊、絵の具、テープ、箸、スプーン、絵本をめくる、積み木、ブロック）　・集団音楽活動の活動中のフォーメーションを通じて、座位の安定・姿
勢保持等の強化。また好きな楽器演奏活動を通じて、感覚の偏りに対する環境調整。
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